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講義概要 (教科書 p42–44も参照)

・離散型確率変数の分布：a1, a2, · · · を分布関数F の不連続点とし、x = aiでF の値が pi

増加するとする。このとき (i)
∑

i pi = 1、(ii) P (X = ai) = pi である。対応 ai 7→ piをX

の分布と呼ぶ。

・対応ai 7→ piが離散分布であるとは、実数a1, a2, · · · , p1, p2, · · · で (i) pi ≥ 0、(ii)
∑

i pi = 1

をみたすものが与えられたときにいう。

・離散分布 ai 7→ piに対して

(1) 平均値 (期待値) m =
∑

i

aipi (2) 分散 σ2 =
∑

i

(ai −m)2pi

・確率母関数：離散分布 k 7→ pk (k = 0, 1, 2, · · · ) に対してG(z) =
∑∞

k=0 pkz
k。

補充問題

[1] 実力の互角な 2人が 5番勝負を行うとき、どちらかが先に 3勝するまでに行う試合数
をXとする。

(1) Xの確率関数を求めよ。
(2) Xから定まる離散分布の平均値、分散を求めよ。

[2] Xは離散型確率変数で、P (X = k) =





3

4k
k = 1, 2, 3, · · ·

0 その他
とする。

(1) Xの分布関数を求め、グラフの概形を描け。
(2) Xから定まる離散分布の平均値を求めよ。
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